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1．人手をかけずに検索システムの評価が可能
2．コストが低いため中小企業に適している
3．新規に検索対象が追加された場合に対応可能

■研究の目的

検索エンジンの性能を評価する際には、検索語と対応する検索結果との関連性について、あらかじめ決

めておく必要がある。これを人手で行うのはコストがかかるため、一定数の既知の関連性(不完全な評価セッ

ト)だけを用いて評価が行えることが望ましい。本研究では、機械学習等の手法を用いて、不完全な評価セッ

トを基に検索システムの性能を評価するための方法及び指標を開発した。

■研究内容

(1)機械学習法によって未知の関連性を推定する方法

図1のように、関連性が既知である評価セットを基に、機

械学習を利用して、未知の検索対象の関連性を推定する方法

の開発を行った。機械学習法としては、サポートベクターマ

シンを用いた。NTCIR-6 CLIR〔1〕の読売新聞、毎日新聞のデー

タを利用して実験を行った。得られた推定結果から、従来使

用されている検索ランキングの評価指標であるnDCG〔2〕を用

いて、評価セットが完全に評価されている場合の nDCGとの

比を求めたのが図2である。

(2)未知の関連性の影響を考慮した指標

関連性の推定によらずに、関連性が未知の場合の影響を

考慮した指標が存在する〔2〕。本研究では、従来の方法では

考慮されていなかった検索意図を考慮した指標を開発した。

その性能評価指標に対して、評価セットが完全に評価されて

いる場合の指標値との相対誤差を求めたのが、図3である。

対象データとしては、NTCIR-9 INTENT〔1〕を利用している。

(3)まとめ

(1)の方法は、図2のように、評価の定まっている文書の

数が増えるほど正確となり、適合度が100％に収束してゆく。

(2)の指標については、図3のように、提案法は未知の文

書数が増加しても安定しており、検索意図を考慮しない従来

の方法であるinf-nDCG〔2〕と比べて、同程度の結果となって

いる。

■研究の新規性・優位性

・人手をかけずに検索システムを評価可能とな
り、中小企業でも高性能な検索エンジンの開
発が可能となる。

・(2)の指標については、従来の指標よりも正
確に検索意図を反映することができる。

■産業への展開・提案

①商品レコメンデーションエンジンへの応用
②医療画像診断システムヘの応用
③海外特許検索システムへの応用
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図2．利用文書数に対する(1)の指標の変化

図3．未知書数に対する(2)の指標の変化

図1．既知の関連性を利用して未知の関連性
を推定
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